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１．はじめに 

圃場整備に伴う水路の整備において，多自然型護岸として内部に連続空隙を持つポーラスコンクリート

（以下，POC）で，植生工を省略した事例についての多自然化効果に関する報告がある 1)．この報告では，

整備後 1.5 年経過時までの POC 水路における生物の生息環境の特性を定量的に評価し，多自然化効果が示さ

れている．一方，POC 護岸における植生の状況は，護岸部の維持管理作業に大きく関わるものの，POC 護岸

の植生を長期間追跡調査した事例はほとんどない．同水路の POC 護岸部の植生について，整備後 15 年経過

時点における調査を実施したので，その結果を報告する． 

２．対象としたポーラスコンクリート水路 

 岩手県内の 2 箇所の農業用水路（奥州市胆沢区，西和賀町左草地区）において，POC 護岸部の植生調査を

実施した．どちらの水路においても，特に植生工による植物の導入は行われていない． 

胆沢区では，圃場整備に伴い農業用水路（排水路）の一部 100m の区間について 2003 年 6 月から 10 月の

間に POC 水路が整備された（写真－1）．POC 水路部分は，概ね西から東へと流下しているため，護岸部は，

左岸は南向き，右岸は北向きの傾斜を持っている．図－1 に POC 水路断面を示す．側面の POC には粒径 20

～40mm の粗骨材が用いられ，空隙率は 25% 以上であった 1)． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

比較のため，同様の POC 水路でありながら，周辺

環境が異なる山間部にある西和賀町左草地区の POC

水路の植生を調査した．対象 POC 水路のそれぞれの

工区の工期，位置，周辺環境等について表－1 に示し

た．なお，水路は概ね西から東へと流下している． 

３．植生調査の方法と結果 

植生調査は，2011 年 8 月と 2018 年 9 月に実施した．

胆沢区の POC 水路に関しては，整備後 8 年と 15 年経過時点，左草地区の POC 水路に関しては，2～4 年と

9～11 年経過時点にあたる．胆沢区の POC 水路に関しては，水路を 10m 毎に調査区を分けて，各調査区にお

いて，左岸と右岸を別々に調査した．調査項目は，植生高，植被率，コケ層植被率，全出現維管束植物の植

物高と被度・群度を記録した．各植物種の優占度は，植物高と被度%から求めた積算優占度を用いた．また，
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写真－1 胆沢区 POC 水路圃場整備後の状況 1) 図－1 胆沢区の圃場に導入された POC 水路断面 1) 
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表－1 左草地区 POC 水路の各工区の状況 

 VII-111 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VII-111



各調査区における生活型の種数割合や優占度割合を計算した．また，種多様性の指標として，積算優占度を

基にした Simpson の多様度指数と Shannon-Wiener 関数を算出した． 

図－2 に胆沢区での生活型ごとの出現種数を，図－3 に胆沢区の 2011 年と 2018 年の各調査区における生

活型別優占度を示した．2011 年には左岸と右岸の植被率に差があるが，2018 年には在来 1 年草の種数，優占

度が増加し，全体の植被率も増加し，場所による差が小さくなった．種多様性については種数は増加してい

るが，多様度指数はばらつきの大きい 2005 年から，2011 年には大幅に増加したが，2018 年にはほとんど変

化がない（図－4）． 

図－5 に山間の左草地区の POC 水路での 2011 年と 2018 年の生活型別出現種数を示した．外来植物割合が

少なく，工区による違いが大きく，水路の周辺環境の影響を示唆している． 

４．おわりに 

多自然型護岸は，動植物の生息環境を提供する機能が期待

される．一方で，植物が生育し，植生遷移が進行し大型の木本

植物が繁茂すれば，通水機能の低下や維持管理作業上問題に

なる可能性がある．整備から 10 年以上経過した対象の POC

水路では，植被率，種多様性が維持され，大型木本植物の過繁

茂もなく期待した効果が発揮されている． 
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図－2 胆沢区 POC 水路の生活型別種数 

図－3 胆沢区 POC 水路各調査区の生活型別優占度（優占度合計が植被率になるように調整） 
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図－4 胆沢区 POC 水路の多様度指数の変化 
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図－5 左草地区 POC 水路の生活型別種数 
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